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五
月
七
日
㈰　

午
後
六
時　

春
季
例
大
祭　
宵
宮
祭

五
月
八
日
㈪　
午
前
十
一
時 

当
日
祭

行
事
日
程
表

『太平山三吉神社からの夜明け』宮下正弘様　作画・奉納

宮
司　

田　

村　

泰　

教

出
張
先
か
ら
無
事
秋
田
に
戻
っ
た
時
に
感
じ
る

言
い
知
れ
ぬ
安
堵
感
。
駅
や
空
港
か
ら
自
宅
ま
で

の
、
い
つ
も
見
慣
れ
た
変
哲
も
な
い
風
景
も
心
地

良
く
、
コ
ン
ビ
ニ
さ
え
も
、
地
元
の
店
は
ど
こ
か

落
ち
着
く
。
慣
れ
と
同
時
に
、
気
候
や
住
ん
で
い

る
人
々
、
言
葉
・
・
そ
し
て
、
そ
れ
ら
が
織
り
成

す
空
気
の
よ
う
な
も
の
に
、
心
と
体
が
自
然
に
反

応
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
▽
四
月
、
進
学
や
就
職
で

多
く
の
若
者
が
家
を
離
れ
る
季
節
を
迎
え
た
。
知

ら
な
い
土
地
、
新
し
い
環
境
に
な
じ
む
ま
で
時
間

は
要
る
が
、
新
天
地
で
の
生
活
は
己
を
磨
き
、
人

間
の
幅
を
広
げ
る
絶
好
の
機
会
。
自
分
の
可
能
性

を
信
じ
て
、
積
極
果
敢
に
色
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し

て
い
っ
て
欲
し
い
。
▽
そ
し
て
、
一
回
り
も
二
回

り
も
逞
し
く
、大
き
く
な
っ
て
、何
れ
は
地
元
で・・。

そ
う
思
う
の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
、
希
望
に
叶
う

職
種
や
働
き
口
が
無
い
、
遊
ぶ
場
所
が
無
い
等
々

の
理
由
で
、
地
方
に
は
多
く
の
人
が
戻
ら
な
い
、

戻
れ
な
い
。
▽
そ
れ
で
も
故
郷
に
は
、家
族
が
い
て
、

友
人
が
い
る
。
多
く
の
思
い
出
が
あ
り
、
自
分
を

育
ん
だ
風
土
が
あ
る
。
巣
立
ち
の
春
が
郷
里
と
の

決
別
の
時
節
と
な
ら
な
い
こ
と
を
切
に
願
う
。

例

祭

春 季

大

の
ご
案
内
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お
酒
は
神

社
で
は
、
欠

か
す
こ
と
の

で
き
な
い
神

様
へ
の
お
供

え
物
で
す
。
今
回
は
そ
の
お
酒
に
つ
い

て
の
お
話
で
す
。

　

今
で
も
た
ま
に
日
本
酒
で
見
か
け
る

特
撰
・
上
撰
・
佳
撰
の
表
記
、
何
の
こ

と
だ
か
お
わ
か
り
で
し
ょ
う
か
。
昔
は

日
本
酒
級
別
制
度
に
よ
っ
て
特
級
・

一
級
・
二
級
な
ど
と
分
け
ら
れ
て
お

り
、
酒
税
の
割
合
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
実
は
こ
れ
は
そ
の
名
残
を
酒
造

メ
ー
カ
ー
が
独
自
の
基
準
で
定
め
た
も

の
で
す
。
大
変
わ
か
り
や
す
く
は
あ
る

の
で
す
が
、
独
自
の
基
準
で
定
め
ら
れ

た
も
の
の
た
め
、
上
撰
と
表
示
さ
れ
て

い
て
も
お
酒
に
よ
っ
て
は
普
通
酒
で

あ
っ
た
り
本
醸
造
酒
で
あ
っ
た
り
し
ま

す
。
し
か
し
現
在
は
こ
の
特
撰
・
上

撰
・
佳
撰
だ
け
で
は
な
く
、
純
米
酒
と

か
吟
醸
酒
と
か
数
多
く
の
種
類
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
一
体
何
な
の
か
、
特
に

お
酒
を
飲
ま
れ
な
い
方
に
と
っ
て
は
わ

か
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

少
し
調
べ
て
み
た
こ
と
を
書
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
ず
大
き
く
分
け
て
日
本
酒
は
普
通

種
と
特
定
名
称
酒
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

普
通
種
と
は
特
定
名
称
酒
以
外
の
清
酒

の
こ
と
で
あ
り
、
特
定
名
称
酒
と
は
純

米
酒
な
ど
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
こ
の

特
定
名
称
酒
は
純
米
大
吟
醸
酒
、
大
吟

醸
酒
、
純
米
吟
醸
酒
、
吟
醸
酒
、

特
別
純
米
酒
、
純
米
酒
、
特
別
本

醸
造
酒
、
本
醸
造
酒
の
八
種
類
あ

り
ま
す
。

　

な
ん
だ
か
少
し
難
し
く
な
っ
て

き
ま
し
た
が
、
案
外
簡
単
で
こ
の

八
種
類
も
二
つ
に
分
類
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
れ
は
酒
の
質
を

安
定
さ
せ
た
り
劣
化
を
防
い
だ
り

香
り
を
た
た
せ
り
し
て
く
れ
る
醸

造
ア
ル
コ
ー
ル
を
添
加
し
て
い
る

か
そ
う
で
な
い
か
で
す
。「
純
米
」

と
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
材
料
が
米

と
米
麹
と
水
で
作
ら
れ
て
お
り
、
そ

れ
以
外
は
材
料
に
醸
造
ア
ル
コ
ー
ル
が

少
し
添
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

大
吟
醸
酒
、
吟
醸
酒
、
特
別
本
醸
造

酒
、
本
醸
造
酒
は
醸
造
ア
ル
コ
ー
ル
が

添
加
さ
せ
て
い
る
お
酒
と
い
う
こ
と
で

す
。
で
は
大
吟
醸
や
本
醸
造
と
は
何
な

の
か
。
こ
れ
は
吟
醸
造
り
と
言
わ
れ
る

製
造
方
法
と
精
米
歩
合
と
香
味
、
色
沢

の
良
さ
か
ら
つ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
吟
醸
造
り
の
も
の
で
精
米
歩
合
が

五
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
り
、
か
つ

固
有
の
香
味
、
色
沢
が
特
に
良
好
で
あ

る
な
ら
ば
大
吟
醸
と
言
え
る
の
で
す
。

ま
た
「
特
別
」
の
字
は
、
精
米
歩
合

六
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
又
は
特
別
な
製

造
方
法
の
も
の
に

つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
で
す
。

わ
か
り
や
す
い
よ

う
に
図
で
示
し
て

み
ま
す
。

　

現
在
日
本
酒

は
た
く
さ
ん
の

銘
柄
が
あ
り
、
新

し
い
も
の
が
ど
ん

ど
ん
出
て
き
て
い

ま
す
。
特
に
最
近

は
生
酒
が
多
い
よ

う
で
す
ね
。
日
本

酒
自
体
が
フ
ル
ー

テ
ィ
ー
で
若
者
に

人
気
が
あ
る
も
の

に
変
わ
っ
て
き
て

い
る
よ
う
な
の
で
、
好
み
は
あ
る
と
は

思
い
ま
す
が
飲
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
な
お
、
ま
だ
ま
だ
書
き
き

れ
な
か
っ
た
事
が
多
く
あ
り
ま
す
。
日

本
酒
は
奥
が
深
い
と
改
め
て
感
じ
て
お

り
ま
す
。

人
　
事

　

退　

職　

田
　
口
　
隆
　
道

言
挙
げ
�

日
本
酒
の
分
類
に
つ
い
て　

小　

池　

主　

眞

権

禰

宜
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福
島
県
伊
達
市
梁
川
町
白
根
鎮
座

白
根
三
吉
神
社
様
の
御
社
殿
が
、

昨
秋
め
で
た
く
御
竣
工
と
な
り
ま

し
た
。
十
一
月
七
日
に
遷
座
祭
が

斎
行
さ
れ
、
同
月
十
一
日
の
竣
工

奉
祝
祭
に
は
当
社
宮
司
も
参
列
い

た
し
ま
し
た
。

　

ご
関
係
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
心

よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、

三
吉
霊
神
様
の
益
々
の
御
神
徳
の

発
揚
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

※
同
神
社
で
は
永
年
宮
司
を
務
め

ら
れ
ま
し
た
古
積
義
久
様
が
ご
退

任
さ
れ
、
ご
子
息
義
永
様
が
ご
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
網
走
鎮
座　

網
走
三
吉

神
社
（
山
崎
道
彦
宮
司
）
ご
一
行

様
に
三
月
十
六
日
、
当
社
に
正
式

参
拝
頂
き
ま
し
た
。

　

昨
年
六
月
に
実
施
し
ま
し
た
当

社
敬
神
旅
行
で
ご
参
拝
し
た
折
に

は
、
宮
司
様
を
は
じ
め
総
代
様
か

ら
大
変
な
ご
歓
待
に
預
か
り
ま
し

た
の
で
、
今
回
は
同
旅
行
に
参
加

さ
れ
た
進
藤
義
声
会
長
を
始
め
と

す
る
三
吉
節
保
存
会
の
皆
様
に
梵

天
唄
や
秋
田

民
謡
を
ご
披

露
頂
き
、
ま

た
同
じ
く
若

月
壽
協
力
会

会
長
ご
夫
妻

が
ご
一
行
を

歓
迎
い
た
し

ま
し
た
。

㈱ 秋 田 銀 行
㈱ Ｔ Ｔ Ｋ 秋 田 支 社

（ 社 ） 秋　 田　 育　 明　 会
広 面 地 区 体 育 協 会
広 面 商 工 振 興 会
赤 沼 町 内 会
田 中 梵 天 保 存 会
広 面 町 内 会
濁 川 梵 天 有 志 会
櫻 有 志
泉 梵 天 奉 納 会
土 崎 港 有 志
蛇 野・ 西 町・ 大 沢 町 内 会
蛇 野 町 内 会
神 田 有 志
㈲ エ イ ド
ＮＴＴ東日本秋田グループ
東日本旅客鉄道㈱秋田保線技術センター
下 北 手 振 興 会
三 吉 剣 道 ス ポ ー ツ 少 年 団
東 部 瓦 斯 ㈱ 秋 田 支 社

浅 利 久 雄
大 吉 食 堂

（社）新成会老人保健施設友愛の郷
特別老人ホーム新成園

社会福祉法人こばと保育園
こ ば と 学 童 保 育 ク ラ ブ
水 口 町 内 有 志
ボーイスカウト秋田第 33 団
梶 ノ 目 町 内 会
赤 沼 子 供 会
柳 田 子 供 会
谷 内 佐 渡 若 葉 子 供 会
大 巻 子 供 会
神 武 館 三 吉 道 場
神 武 館 田 村 道 場
あ さ ひ か わ こ ど も 園
サ ン ク ス 秋 田 広 面 北 店
蛇 野 若 竹 子 供 会
㈲ 斎 藤 昭 一 商 店
ひ ろ お も て エ コ ク ラ ブ
レ ス リ ン グ 北 志 館 道 場

㈱ 石 川 建 設
㈱ 北 都 銀 行
ユ ア テ ッ ク グ ル ー プ
㈱ ユ ア テ ッ ク 秋 田 支 社
東日本旅客鉄道㈱秋田支社秋田駅
学 校 法 人 伊 藤 学 園

（公財）秋田県総合保健事業団
秋田市立広面小学校３年部
柳 田 町 内 会
谷 内 佐 渡 町 内 会
原 田 利 正・ ウ タ
三 吉 節 保 存 会
青 少 年 育 成 秋 田 市 民 会 議
奥 羽 住 宅 産 業 ㈱
向 山 有 志
空 手 忍 会 総 本 部
高 橋 秀 造
神 社 協 力 会
秋 田 韓 国 留 学 生 支 援 会

（ 学 ） 外 旭 川 幼 稚 園
外 旭 川 わ ん わ ん こ ど も 園

平成 29年三吉梵天祭奉納団体ご芳名（順不同・敬称略）
真心こもるご奉納に重ねて御礼申し上げます。

福
島 

白
根
三
吉
神
社
御
社
殿
竣
工

網
走
三
吉
神
社
ご
一
行
正
式
参
拝

　

ご　
奉　
納

一
、絵　

画  

（
巻
頭
写
真
）

   『
太
平
山
三
吉
神
社
か
ら
の
夜
明
け
』

　
　
　
　

 

宮　

下　

正　

弘　

様

   

※ 

介
護
老
人
保
健
施
設
山
盛
苑
施
設

　

    

長
。
前
秋
田
赤
十
字
病
院
長
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三
ヶ
日
に
十
万
名
を
こ
え
る
方

に
ご
参
拝
頂
き
ま
し
た
。

　

一
年
の
罪
穢
れ
を
祓
い
清
め
る

節
目
の
神
事
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　

新
年
を
目
前
に
、
斎
竹
で
境
内

を
祓
い
清
め
ま
し
た
。

　

古
い
お
札
や
お
守
り
な
ど
を
お

焚
き
上
げ
い
た
し
ま
し
た
。

　

みよしスケッチ

初
　
詣

師
走
大
祓
（
大
晦
日
）

巫
女
説
明
会
（
十
二
月
十
一
日
）

ど
ん
と
祭
（
一
月
二
十
九
日
）

煤
払
式
（
十
二
月
十
三
日
）

梵
天
祭
反
省
会
（
二
月
三
日
）

神
武
館
三
𠮷
道
場 

門
人
募
集
！

　

当
神
社
で
剣
道
の
稽
古
を

行
っ
て
い
る
神
武
館
で
は
小
学

生
の
門
人
を
随
時
募
集
し
て
お

り
ま
す
。

※
問
合
せ 

神
社　

佐
々
木
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平
成
29
年
１
月
17
日
（
火
）

三
吉
梵
天
祭

　

本
年
の
特
殊
神
事
三
吉
梵
天
祭
は
、
平
日
の
開
催
な

が
ら
も
、
多
く
の
拝
観
者
の
も
と
六
十
二
団
体
様
よ
り

七
十
三
本
の
ご
奉
納
を
賜
わ
り
賑
々
し
く
に
終
了
い
た
し

ま
し
た
。
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15町内による「村梵天」の先陣争い。
今年も熱い先陣争いが繰り広げられました。

例

祭

季
春

大

の
ご
案
内

　
平
成
二
十
九
年
春
季
例
大
祭
を
左
記
の
通
り
斎
行

い
た
し
ま
す
。

　
是
非
、
ご
家
族
・
お
仲
間
同
士
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
多
数
ご
参
列
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上

げ
ま
す
。

記

宵
　
宮
　
祭
　
五
月
七
日
（
日
）
午
後
六
時

例
　
大
　
祭
　
五
月
八
日
（
月
）
午
前
十
一
時

 

　（
各
日
と
も
、
祭
典
後
直
会
が
ご
ざ
い
ま
す
。）

◎
ご
参
列
の
方
は
、
四
月
二
十
五
日
ま
で
に

　

係（
和
田
）ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
（
七
日
）
　
　

秋
田
舞

　
（
八
日
）
　
　

浦
安
の
舞

三吉梵天祭


